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■ 会 長 報 告            大塚 博巳君

第2007回
ソング  　君が代・奉仕の理想
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写真提供 : 鈴木舜光君

【蓮】

会長：大塚 博巳 　副会長：池ノ谷 敏正　 幹事：森下 敏顯 　副幹事：鈴木 舜光

ＮＯ. 62013年 8月 7日(水）国際ロータリー第2620地区   藤枝ロータリークラブ　会報

例 会：毎週水曜日 小杉苑 藤枝市青木2-35-30  TEL 054-641-3321

事務局：藤枝市青木1-11-10  TEL 054-647-2300  FAX 054-647-2040  

E-mail club1972@fujieda-rotary.orgURL http://www.fujieda-rotary.org/

藤枝ロータリークラブ会報藤枝ロータリークラブ会報
FUJIEDA ROTARY CLUBFUJIEDA ROTARY CLUBFUJIEDA ROTARY CLUBFUJIEDA ROTARY CLUB

ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を

 

 本日、静岡第 5

分区 岩堀アシスタ

ントガバナー、堀池

事務局長をお迎え

しております。 

会員一同歓迎いた

します。 

今日のクラブ協議会は、クラブ研修リーダー、そ

して会員増強委員会によるクラブフォーラムと

して企画しております。実りある協議会になりま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

過日、8月４日（日）に、藤枝青年会議所の創

立 50 周年記念式典がありました。クラブにも御

案内を頂きましたので、出席いたしました。 

BiVi 藤枝４階にある「藤枝シネ・プレーゴで式

典」、「オーレ藤枝駐車場に大テントを設置して祝

賀会」と盛況裏に開催されました。 

「５０年の歩み」の事業紹介では、私もＪＣOB

として当時を思い起こし懐かしく想うと共に、近

年は時代に対応した事業を企画しており、その発

想と行動力をみて「ＪＣ 頑張っているな！」と

感じて帰って参りました。 

８月のスケジュールの関係で、小西会員にはイ

レギュラーな形での「ロータリーの友」紹介をし

て頂きありがとうございました。ポイントをまと

めて頂いておりますので会員の皆さんは是非ご

覧ください。 

また今日は、第一例会であり、クラブ協議会でご

ざいます。スムースに進めたいと存じますので皆

様方のご協力をよろしくお願いたします。 

 

 

 

■ 幹 事 報 告            森下 敏顯君 
• ２６２０地区より 
 ガバナー事務所お休みのお知らせが届いて

おります。 
• ２６２０地区より 
 「ロータリー情報冊子」実費分譲終了のお知

らせが届いております。 
• ザ・ロータリーアン誌８月号が届いております。 

■ 出 席 報 告              河井 宏文君        
本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

36／42 85.71％ 36／43 83.72％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
○落合君 ○小林君 ○鈴木舜君 ○山田君 
大杉君 仲田晃君 
(２)メークアップ者 
河井 宏文君（島田）  杉山 静一君（島田） 

■ ビ ジ タ ー                   
国際ロータリー第 2620 地区  静岡第 5分区 

アシスタントガバナー 岩堀 英治君 

アシスタントガバナー事務局長 堀池 勇君 
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■ スマイルＢＯＸ           河井 宏文君 
• 岩堀アシスタントガバナー、堀池 AG 事務局
長ようこそいらっしゃいました。本日のクラ

ブ協議会、よろしくお願い致します。  

大塚博巳君 

• ４９才になります、お祝いありがとうござい
ます。ロータリーだけしかお祝いしてもらえ

ないですが、これからもヨロシクです。 

大塚高弘君 

• 誕生日祝ありがとうございます。５１才にな
ります。まだまだ元気です。    中森義次君 

スマイル累計額  ３０，０００円 

■ ロータリーの友紹介       小西 啓一君 
 

 

 

 

 

 

 

【8 月号】 

8 月のテーマ 会員増強および拡大 

横組み 6-7 頁 

 SAKUJI 大作戦 新しい会員増強手段 

全国のロータリアンが自分の住まい、あるい

は事務所から離れたところにいる友人をそ

の友人の住む地元のクラブに紹介する 

 

8 頁 会員増強アイデア 

 3Ｃ Continuity（継続性） 

    Consensus（合意） 

    Consistency（一貫性） 

同窓会例会 感謝会 の開催 

会員増強の対象としてこれからリーダーに

なる人 

ヤングロータリーリーダー委員会 

 

10-11 頁 会員数の推移 

 1993 年 2003 年 2013 年

日本全国 61 47 39 

2620 地区 58 47 39 

藤枝ＲＣ 64 42 40 

 

 

12-13 頁 例会の食事では会話を楽しもう 

知識は目からと思ったら大間違いである。む

しろ、耳学問の方が学びの原点だといえる。 

世界が共有する食事文化とは、隣席の人達と

共通する話題を見つけて話を盛り上げ、相手

の食事の進み具合を見ながら話を加減する

気遣い 

日本人に一つだけ気をつけてほしいマナー

は口の中にものを入れたまま話をしない事。 

 

20-25 頁 国際奉仕の事例 

ミャンマー  児童養護施設訪問 10 年 

フィリピン  貧民層未就学児への食料供給 

スリランカ 井戸の寄贈 児童に学びの明

かりを 

タイ     浄水器復旧プロジェクト 

ラオス    小学校に給水タンク寄贈 

ケニア    上総堀り(かざすぼり)の井戸 

 

26-29 頁 ロータリー希望の風奨学金 

東日本大震災 18 歳未満の子供 

両親を亡くした子供 241 人 片親 1483 人  

あわせ 1724 人 

月 5 万円の寄付 

 

30-31 頁 米山記念奨学事業 

日本で学ぶ外国人留学生の支援 

60 年間で世界 121 国 17545 人を支援 

1 年間で 724 人 

最大の特徴は「世話クラブ・カウンセラー制

度」 

 

縦組み 2-6 頁 日本・トルコ友好の礎 

1890 年 9 月 16 日和歌山県串本町沖合でのト

ルコ軍艦エルトゥール号の遭難 

乗組員六百数十人の内生存 69 名、60 軒の村

人達が生存者の救援と遺体の引き上げに尽

力し、生存者を日本の巡洋艦 2隻がトルコま

で送り届けた。 

補足 インターネット ウィキペディアに記載

の内容 

乗組員 587 名 イラン・イラク戦争時 2機の

航空機で邦人 215 名をトルコへ移送 
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一部の日本の小学校（4 年生）中学校の教科

書に載っている 

街頭調査の結果トルコ人はエルトゥール号

について知っている 72 名 知らない 28 名 

イラン・イラク戦争の救援は知っている 56

名 知らない 44 名 

 

10 頁 ゴルフこそ人生 

上田西クラブ 池野兵 ゴルフ歴 53 年でエ

イジシュート 161 回 84 才 

日本人最高 植杉乾蔵 89 才 1000 回 

世界最高 エディソン・スミス 95 才 3359 回 

 

20 頁 

島田ＲＣ  ミャンマーの子供たちの絵が到

着 

 

24 頁 Ｅクラブ 

オンラインで例会を開くクラブ 2013.7.1

現在国内 14 クラブ 

■ クラブ協議会              
●テーブルＡ 

「職業分類の未充足業種について」  

島村 武慶君 

先ずＡグループでは、ロータリーメンバーにおけ

る、職業分類の意味を先輩メンバーよりレクチャ

ーを頂いた。 
 大きな意味として、偏りのない職業分類メンバ
ーが存在する事で、職業意識の活性化やメンバー

内における相互事業協力等、ビジネス面でのメリ

ットの大きさが意義とされる。 
そんな中で、現状の職業分類が良いのかと云う意

見もあった。前段の意義からしても、もう少し大

きく広く分類する事も良いのではないかと云う

意見。 
例えば「商業：販売」とか「食品：製造」という

ふうに満遍なくメンバーを配置する事も必要で

はと。 
そして、本題の未充足業種については、縁故紹介

から勧誘するパターンと業種（特に、未充足業種）

からターゲットを絞った勧誘と分けながら行う

事も大切なのでは・・・というまとまりになった。 
具体的な方法としては、商工会議所等の職業区分

けや極論ハローページ（ＮＴＴの電話帳）等も素

材になるのでは・・・という幅広い意見も出た。 
今後の組織拡大を積極的に行う方法についても、

合せて話し合われた。 
 

●テーブルＢ 

「女性会員拡大について」     

菅原 慎司君 

まず女性会員２名にどの様な理由で入会したの

かを確認しました。 
大長会員は商工会議所の活動を通じ、石垣会員と

知り合い熱心に入会をすすめられたため。 
土屋会員は３年前から柳原会員の奥様から入会

をすすめられてとのこと。 
以上のことから 
・何度も足を運んで、勧誘する。 
・女性を女性が誘う。 
・婦人会のような女性の多く集まる所へ参加し、

PR 活動をおこなう。 
・誘われないと、自分からは入会しづらいような

ので、積極的に勧誘をおこなう。 
という、結果となりました。 
 

●テーブルＣ 

「やむなく退会された方への再アプローチについて」       

久島 正史君 

 

 

 

 

 

 

 
①退会された方の状況を勘案して接触する 
 ・情報を集め、脈のありそうな候補を絞り込み、

会う機会をつくる。 
 ・退会された時の気持ちを慮り、懇親の場（夜

間例会等）に誘い、再入会されることを藤枝

ロータリークラブが歓迎しているという気

持ちを分かってもらう。 
②藤枝地区の法人の責任者に接触する。 
・転勤等で退会された藤枝地区法人責任者の後

任への入会勧誘 
 ・地区の社会活動に関心のありそうな、藤枝地

区法人責任者への入会勧誘 
 



2007-4 

●テーブルＤ 

「会員増強の一助になる例会の取り組みについて」 

中森 義次君 

 

  

 

 

 

 

 

・外部卓話の講師として来てもらって、ロータリ

ーになじんでもらってから、会に入会してもら

う。 
・外部卓話の講師の話しを楽しんでもらうため、

年に１回程度４クラブ合同で外部卓話を企画

し、有名な人も呼び、見学を誘う。 
・ＲＣの認知度を高めるために、例会や活動内容

をマスコミ等に紹介してもらう。（江﨑会員） 
・体験入会の様に形で参加してもらう。 

 

●テーブルＥ 

「認知度向上への取り組みについて」 

松田 真彦君 

  

  

 

 

 

 

 

・ ＪＣなどに認知の活動をしていく 

・ 藤枝ＲＣは藤枝南ＲＣと異なり、女性会員Ｏ

Ｋなので女性にアタック 

・ 広報（PUBLIC RELATIONS） 

・ ロータリーの友を市図書館に設置したこと

もあった 

・ 道路の清掃を実施したこともあった 

・ ８/７花火の日の翌日に清掃したこともあっ

た 

・ 各自のロータリーの友は自由に扱ってよい

ので見た後にある施設に設置してもよい 

・ 各メンバーの肩書きの表記に努める 

・ 冠大学で告知（産大の許可が必要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／池谷君） 


